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挑戦—』、ミネルヴァ書房、2007 年

・「ディスコースとしての日米同盟」、山本吉宣・武田興欣共編『アメリカ政治
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・‘Alliance, Bases and Okinawa: Why does Japan Stop thinking?’ , Ministry of 

Foreign Affairs of Japan, Discuss Japan, October 2011
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・「グローバル・イシューズに対する倫理的アプローチ－行動すべき主体とそ

の責任」、日本平和学会編『平和研究』第 36 号、2011 年

・「ディスコースとしての主権（上）－知がもたらす秩序の役割と限界」、『青

山国際政経論集』85 号、2011 年
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における忠誠の行方」、日本政治学会編『年報政治学』2011 年１号

・‘Framing a Regime Choice: The Changing Role of Party Discourse in Japan’, 

Aoyama Journal of International Politics, No.80, 2010

・「グローバル化と共同体論の位相転換ーコスモポリタン＝コミュニタリアン

論争の行方」、『政治思想研究』第 9 号、2009 年

・‘Assessing Political Accountability in a Globalized Japan: A Politico-

Philosophical Framework’, Aoyama Journal of International Politics, No.75, 2008

・「介入はいかなる正義に基づきうるか－誤用と濫用を排して」、『思想』

No.993、2007 年

・「民主主義と武力行使－冷戦終焉後の展開とイラク戦争による転回」、日本政

治学会編『年報政治学』2007 年 1 号

・「戦争のもうひとつの語り方ー国際関係における反実仮想の効用」、『思想』

No.984、2006 年

・「ボルドーにおけるトゥルニーの都市計画－ 18 世紀フランス地方港湾都市の

一断面」、『東西都市の歴史的諸相』( 青山学院大学総合研究所 )、2006 年

・「最強者のおののき―帝国論争から読むアメリカの背理」、『思想』No.975、

2005 年

・「国家の安全保障と人間の安全保障」、『国際問題』No.530、2004 年

・‘In Defense of Asian Colors’, Asia Perspectives, Vol.2, No.2, 1999

・「国家理性の系譜学」、『青山国際政経論集』44 号、1998 年

・「イデオロギーからアイデンティティへ－ナショナリズムのゆくえ」、『月刊フォ

ーラム』、1995 年 11 月号

・「モンテスキューの国際関係思想」( 下 )、『青山国際政経論集』35 号、1995 年
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・「モンテスキューの国際関係思想」( 上 )、『青山国際政経論集』31 号、1994 年

・「法の精神、あるいは立法への懐疑」、『社会科学討究』40 巻 1 号、1994 年

・「フランス政治思想史における党派の問題」 『青山国際政経論集』29 号、1994 年

・「絶対悪としての専制―モンテスキュー東洋的政体の論理と背理」、『社会科

学討究』38 巻 2 号、1992 年

・「平等・効率・多様性―フランス社会党政府の大学改革にみる政策と教育」、

早稲田大学『社研研究シリーズ』、1991 年

・「フランス政治学発達小史―制度論優位の構造」、『みすず』353 号、1990 年

・「モンテスキューのイギリス Constitution 論－いわゆる偏見の諸前提」、『社

会科学討究』32 巻 1 号、1986 年

・「モンテスキューとフランス封建社会―政治的自由論の形成過程 ( 二 )」、『学

術研究』34 号、1985

・「モンテスキューと共和政ローマ―政治的自由論の形成過程 ( 一 )、『学術研

究』33 号、1984 年

・「モンテスキューの政体論に関する一考察」、『早稲田政治公法研究』12 号、

1983 年

翻訳・コラム・解題・その他

・（コラム）「ロールズは国際正義の概念化に寄与したか」、『風のたより』、風

行社、2018 年

・（対談：＋藤崎一郎）「世界はどこへ向かうのか－国家への回帰とデモクラシ

ーの課題」、『Aspen Fellows』31 号、日本アスペン研究所、2017 年

・（共訳）D・ジョンストン『正義はどう論じられてきたか－相互性の歴史的展

開』みすず書房、2015 年

・（コラム）「世界戦争はなぜ二度起きたのか－戦間期の教訓に学ぶ」、日本平

和学会編『平和を考えるための 100 冊＋ α』、法律文化社、2014 年

・（解題）モンテスキュー『法の精神』、杉田敦・川崎修編『西洋政治思想資料
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集』、法政大学出版局、2014 年

・（コラム）「欧州統合と主権論争－実在論から機能主義へ」、『EU を知るため

の 63 章』、明石書店、2013 年

・（コラム）「誰が西洋の本流なのか」、『風のたより』、風行社、2011 年

・（座談会記録：＋渡辺靖、伊勢崎賢治、松島泰勝）「日米安保をめぐる政治と

外交の不在」、『環・特集号：日米安保を問う』、2010 年

・（書評論文）「政治学の構想力－佐々木毅『政治学は何を考えてきたか』」、『政

治思想研究』8 号、2009 年

・（事典）「主権」、イギリス哲学会編『イギリス哲学・思想事典』、研究社、2007 年

・（コラム）「政治外交課題としての 9 条精神」、千葉眞ほか編『平和憲法と公

共哲学』、晃洋書房、2007 年

・（編訳）Y・タミール『リベラルなナショナリズムとは』、夏目書房、2007 年

・（共訳）I・クラークほか編『国際関係思想史』、新評論、2003 年

・（調査報告）「PKO 協力のフランス的特性」( 外務省委託研究 )、『PKO 派遣の

戦略的意義に関する対国内的説明』(( 財 ) 平和・安全保障研究所 )、2003 年

・（共訳）D・バウチャー／ P・ケリー編『社会正義論の系譜』、ナカニシ出版、

2002 年

・（解題）ヤエル・タミール『リベラル・ナショナリズム』、デイヴィッド・ミ

ラー『ナショナリティについて』、大澤真幸編『ナショナリズムの名著 50』、

平凡社、2002 年

・（ 書 評 ）Akira Koba, The Genesis of Politics, Japanese Journal of Political 

Science, 2000

・（共訳）J-M・クワコウ『政治的正当性とは何か』、藤原書店、2000 年

・（共訳）D・バウチャー／ P・ケリー編『社会契約論の系譜』、ナカニシ出版、

1997 年

・（編訳）M・J・スミス『現代主義の国際政治思想』、垣内出版、1997 年

・（共訳）Z・A・ペルチンスキー／ J. グレイ編『自由論の系譜』、行人社、1987 年


